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怪しい 5Z3

(問)　 6V6P.P.の電蓄ですが，5Z3のステムで紫色の光をだしヒューズが飛びます。受信機に故障はなく他の 5Z3だ

とよく働き，その 5Z3をテスターで調べても異常はありません。何故でしよう。

(答)　同様な故障を筆者も経験しました。5Z3はご承知のようにフィラメントが長く，これを包んでいるプレートの

筒も長いので，真空管のもともとのできが悪く，フィラメントとプレートが接近しすぎていると，温度上昇とともにフィ

ラメントが緩んで，プレートへ接触して，パワー・トランスの高圧巻線を短絡しヒューズを飛ばすことがある。ご質問の

場合もこれと同じ故障だと思う。もしヒューズがなかったら高価なトランスを焼くことになる。一流品の 5Z3を使って

も安心はできないから，必らずヒューズをつけておいた方がよい。
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